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図 10:各αに対するtransienttimeα=1.0で発散しているM=1000
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重 -tTlSl'L'-flk(か 仁1) (33)
fkはマップをk回繰り返したことを意味する｡これから､時間のil｡exを取って項 こついて(陰
的に)解くことにより､空間に関するマップを作り出すことができる｡















dt=J･1- (蛋 )6t=j･(孟 )bt?,･1
はNxN (N -dim(引 )の Jacobial行列oこれから､
6t隼 (iN瑠 )-1(慕 )dt=,-1
(36)
(37)
この関係式から固有値を求め安定性を測る｡た だ し こ の 時 調 べ るのはち とともにt,fj+1が与え










































































































































































層の相関 応力分布 履歴性 モデル例
無 指数的減衰 無 q-1nOdel
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